
建設常任委員会に付託された +1:相こについて、審査 モィた結果を御報告いた します。

議案第  1号  平成 26年 度岩国市一般会計補正予算 (第 6号 )
議案第 11号  平成 27年 度岩国市一般会計予算
以上 2議 案の うち、当委員会所管分は、慎立審査の結果、原案妥 当と認め 可決すべ

きもの と決 しま した。

議案第  5号  平成 26年 度岩国市衛易水道事業特別会計補正予算 (第 4号 )

議案第  6■  平成 26年 度岩国市農業集落排水事業特別会計補正予算 (第 3号 )

議案第  7号  平成 26年 度岩国市周東食肉セ ンター事業特別会計補正予算 (第 1号 )

議案第  8号  平成 26年 度岩国市公共 下水道事業特別会計補正予算 (第 4号 )

議案第 16号  平成 27年 度暑国市簡易水道事業特別会計予算

議案第 17号  平成 27年 度岩国市農業集落排水事業特別会計予算
議案第 18号  平成 27年 度岩国市特定地域生活排水処理事業特別会計予算

議案第 19号  平成 27年 度岩国市周束食肉センター事業特別会計予算

議案第 23号  平成 27年 度岩国市駐車場事業特別会計予算
議案第 24号  平成 27年 度岩国市水道事業会計予算
議案第 25号  平成 27年 度岩国市工業用水道事業会計予算
議案第 27号  平成 27年 度岩国市下水道事業会計予算
議案第 39号  岩国市簡易水道条例の一部を改正す る条例
議案第 40号  岩国市下水道条例及び岩国市小規模下水道条例の一部 を改正す る条例

議案第 50号  暑国市特別用途地区内における建築物の建築の制限に関す る条例及び

岩回都市計画地区計画川 下地区地区計画の区 lコ改内にお ける建築物の制

限に Fァ珂す る条例の一部を改正す る条伊|

議案第 54号  岩国市水道事業等の設置等に関す る条例の一部を改正す る条例

議案第 56号  愛宕地区排水施設 」R枝 断都河川改修工事の工事委託に関す る基本協
定の一部変更について

議案第 62号  市道路線の認定について

議案第 63号  市道路線の変更について

以上 19議 案は、慎重審査の結果、原案妥当と認め 可決すべき t)の と決 しました。

それ では、審査の状況について、御報告 いた します。

議案第 1号  平成 26年 度岩国市一般会計補正予算 (第 6号 )の うち、 当委 員会所

管分の審査にお きま して、土木費の耐震改修促進事業に関 し、委員中か ら、「市内の公

共的な
′
(i子 物にお ける免震装置 について、不適合装置の設置状況を把握 しているか」 と

の質屍があ り、当局 よ り、「免震装置が使用 されてい る公共施設 には、現在問題 となつ

ている、性能 の基準 を満た していない免震装置は装備 され ていない。それ以外の建物

については国に よる口l「幻査 も行われ る と思 われ るので、そのあた りを注視 していきたい J

との答弁があ りま した。

本議案の うち、当委 員会所管分につ き ま しては、慎重審査の結果、全会一致 で可決



す′くきもの と決 しま した。

次に、議案第 11号  平成 27年 度岩国市一般会計 予算の うち、当委員会所管分の

審査におきまして、衛生費の ごみ焼却 lJL設 こ
ア設事業に関 し、委員中か ら、「人札価格の

高い事業者が落札者 となつてい /ゃ ことについて、市民にわか りやす く説明 してほ しい」

との質疑があ り、当局 よ り、「業者選定方式については、環境省が定めている廃案物処

理施設建設工事な どの入札契約の手引きにおいて モ)、 技術力 と価格 を総合的に評価 し

て落札者 を選定す る総合評価落札方式を基本 とす るべきとされている。 また、市民の

生活味境 を確保す る、よ り優れた施設 を建設 し、運営管理 してい くとい うことか らモ)、

総合評価落札方式を導入 し、事業者か ら提出された技術提案書に対す る技術評価点 と、

入札価格による価格点を合計 し、総合的に評価 して、落札者 を決定 した。技術提案書

の審査においては、長期間、安定的にごみの焼却ができるか どうかで判断 を行い、よ

り技術力の高い事業者 を選ぶ ことに心がけた」 との答弁があ りま した。

これを受けて、委員中か ら、「今後 20年 間の業務委託の結果 を見ない と今回の評価
の検証ができないのかJと の質疑があ り、当局 よ り、「今後は、落札者 と基本協定、基

本契約、工事請負契約、業務委託契約 を結んでい くこととな り、工事請 負契約につい

ては、仮契約を締結 した後、契約議案を上程す ることとなる。 まずは落札者 より提案

された ことが しっか りと実行 され る契約書をつ くりあげ、また、疑義が生 じた際の リ

スク分担についてく)、 両者で納待 した とで契約 をす ることとしているJと の答弁があ

りま した。

また、落札者が決 まった ことによ り、新施設におけるごみの処理方式や 今後のごみ

の分別方法についての質疑があ り、当局 よ り、「新 しい焼却施設の焼却炉はス トーカ方

式を採用 してお り、焼却可能な t)の は従来 と変わ らない。分別方法については、 ごみ

の減量化や リサイクルの推進 とい う意味か らく)、 現在の方法が一番 よい と考えてお り、

ごみの分別の周知 も市民の皆 さんへ行 き届いていることか ら、 これ までの分別方法で

行いたいJと の答弁があ りま した。

次に、土木費の幹線道路対策費に関 し、委員中か ら、南バイノ` ス南仲に向けての現

状 と平成 27年 度の課題 についての質疑があ り、当局 よ り、 「市の取 り組み として、
啓発看板の設置やバ ンフ レッ トの作成、南伸実現 に向けた座談会 を民間期成同盟会 と

共同で開催す るな ど、地元の気連 を盛 り上げる啓発活動 を行い、あわせて知事、国土

交通省 に対 しての要望活動 を行 っている。国か らは、岩国大竹道路の進捗状況を見な

が ら、次のステ ップ として南仲 を検討 したい との発言があ り、地元の気運の盛 り上が

りが大事である.ま た、柳井地域か らの救急車の数が増 えているのではないか との話

)ヽあ り、地元の方 とも情報共有や意見交換に努め、地元の状況の変化 モ)踏 まえて要望

す るな ど、タイ ミングを見なが ら新たな取 り組み を進めていきたいJと の答弁があ り

ま した。

本議案の うち、当委員会所管分につきま しては、慎重審査の結果、全会 一致で可決

すべきもの と決 しま した。



なお、そのほかの案件 1こ つ きましては、特に中 し上げるべきことはござい ません

以 とで、建設常任委員会の審査報告を終わ ります。


